
間久里の由来
「久しい間の里」が有力。
昔はひとつの里でしたが、江
戸期から東照宮に近い方が上
（かみ）、江戸に近い方が下
（しも）に分かれて現在に至
っています。間久里の名は条
里制の名残とも言われてい
る。
もとは「蒔里（まくり）」と
表し、農家の共同作業の場所
であったとも言われている。
しかし、説得力があるのは、
ほかの集落から離れた「久し
い間の里」で間久里。あるい
は、沼沢地で、ススキに似た
真菰（まこも）が生い茂って
いたので「真菰里（まこ
り）」が転じて間久里になっ
たとする説。いまはすっかり
宅地化されましたが、ひと昔
前までは周辺の人々から「間
久里のムジナにばかされる
な」と、半分本気で語られて
いたという。
下間久里「佐保姫や 空恥か
しき 下まくり」
そして上間久里「上まくり
はかまばかりや つくづく
し」

coffee
time

大袋駅入口

稲荷神社

堤外

千間台東４

上間久里

越谷スカイハイツ

サイゼリア

コーポケイエスケイ

ティーアンドエス

日産プリンス

旭接骨院

坂巻コーポ

松崎紙工

アイビーボール

堀西

NTT東日本

下間久里

間久里分署前

大里

竹島
不動尊

県信金

アミューズメント
ディスカバリー
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大里自治会館

月村

NTT前

オートバックス

味道苑
喜楽屋

かつや

セキ薬局

カラオケプラザ

高橋製作所

トハン
ハイツせんげん台

カーテンじゅうたん王国

消防署

とんでん

伊藤ハム

山嵜輪業

埼玉県

越谷市

北中

上間久里

四斗巻

下間久里

マツモト
新井興業

居酒屋かんかん

トブクリーニング

東栄バック

アトリエヨシダ

悟空ラーメン

宇田建設

新井敏夫さん宅

高橋加工

下間久里公民館

松崎歯科

新井ハイツ

松崎ダルマ

高橋歯科

トミタ
九十九里商事シュネ

香取神社

元荒川から別れた古奥州道

下間久里

歯

歯

上間久里

大里

下間久里

4号草加バイ
パスをくぐる

春日部方面へ

越谷方面へ

松崎さんが多
い。歩道のない
道が続く。

下間久里の一里塚

②香取神社
下間久里村の総鎮守。下間久里に伝わ
る無形文化財指定の獅子舞は毎年天候に
かかわらず7月15日に行われる。夜の獅
子舞は、下間久里と隣の大沢村（現在の
北越谷）との村境の辻で、畑を荒らす-
悪霊どもを、隣村の大沢へ追い払う剣舞
（辻斬りの舞）で終わりる。
この獅子舞は、太夫獅子、中獅子、女
獅子の3頭1組で舞うもので、江戸時代初
期から行われ、獅子舞の宗家ともいわれ
る雨下無双角兵衛流で、俗に「さらさ獅
子」ともいわれている。

①東武鉄道大袋駅
明治時代に、恩間、大
竹、大道、三ノ宮、袋
山、大林、大房の7ヵ
村と恩間新田が合併
し、新たに「大袋村」
となった。駅名はここ
から命名され、この名
は4ヵ村の「大」と袋
山の「袋」を重ねてつ
けられた。
「袋」は、柳田国男著
「地名の研究」によれ
ば、水に関係のある地
名に多いようです。

下堂寺

丸越ハウス

若葉環境サービス

やぶ栄
ねね

秋田炉（上原家）

④秋田炉
「上まくり入口角の茶屋に多く雁来紅（はげいとう）を裁て見事也」天保14
年（1843）（日光駅程見聞雑記）「此所鰻の名物なり、売店3､4軒あり」「う
なぎ・なまず名物」嘉永3年（1851）（日光道中行程記安見絵図）「マクリ村
此里家数少し有りて蒲焼きの名物なり、乍去ちと高値なりし…」享和2年
（1802）（東案内記）「間久里 茶屋秋田屋七郎衛門ノ庭 御駕立 鰻名物」
天保8年（1837）遠藤奉慶
なかでも「秋田屋」は、秋田の殿様・佐竹侯が参勤交代の際、必ず立ち寄っ
て道中名物の蒲焼きに舌鼓を打ち、自分専用の秋田炉という座敷を建てたとい
われている。
また、元荒川は後の河川改修で、間久里の遠く西南に流れを変えました。
マンションの先の同家の高い松が目印。

17
埼玉県越谷市

越ヶ谷宿～粕壁宿

（ 歩行距離 1819ｍ 23分 ）

http://nikko-kaido.jp/
JZE00512@nifty.ne.jp

歩く地図でたどる日光街道

大 林 ～ 千間台

日本橋から7里の一里塚。
痕跡が全くない。新井敏夫さ
ん宅の前？。正確な所在地を
ご存じの方はご連絡下さい。
JZE00512@nifty.ne.jpまで

7 下間久里一里塚

香取神社

信号の先が下間久里一里塚

歩道がない

お寺みたい
な大きな家

左に松崎ダルマ

このあたり、昔の小さ
な商店街のなごりかな

ゆるやかに左右に
カーブしている

秋田炉

マンション

酒

越谷だるま中村商店

大里

大里

長野コーポ
ミオカステーロ北越谷会社

ダンロップタイヤ

斉藤造園

日成

理容オカヤス

平成25年（2013）
9月2日、埼玉県の
越谷で突然発生し
た竜巻はこのあた
りを通過し、バイ
パスの車中から撮
った動画がよく流
されました。

小柳商事

アクティブ

レストラン
ビッグボーイ

麺や三笑つばさ

ルイシャトレ越谷

夢庵

文具池屋

越後屋与ヱ右門

道中の持ち物
矢立、扇子、糸と針、日記手帳、櫛と鬢付け油、提灯、蝋
燭、洗濯物をかける麻綱、胴乱（印籠、薬、銭などを入れ
る）、物を引っかけるための鉤などを持ち歩いた。
また文政3年（1820）の「諸国行程大日本道中指南車」には
衣類、頭巾、股引、脚絆、足袋、手甲、下帯、三尺手拭などが
旅先の持ち物といています。
「旅の所持品はできるだけ少なくすべきである。所持品が多
いと忘れ物が多く、かえって煩わしくなる」『旅行用心集』旅
は徒歩が中心でしたから、必要最小限度の必需品を小さな振り
分け荷物にしていました。
下着類は途中で川などで洗い、洗ったものは油紙で包むか、
または旅籠で洗い、持参した麻綱に干していた。着替えの着物
もせいぜい一着、下帯は２本程度だった。

coffee
time

1

2

木賃宿
江戸時代以前の街道筋
で、燃料代程度もしくは
相応の宿賃で旅人を宿泊
させた最下層の旅籠。
大部屋で自炊が原則

で、寝具も自己負担が珍
しくなく、棒鼻とよばれ
た宿場町の外縁部に位置
した。食事は宿泊客が米
などを持ち込み、薪代相
当分を払って料理しても
らった。
木賃の木とはこの薪、
すなわち木の代金の宿と
いうことから木賃宿とよ
ばれた。木銭宿ともい
い、小人宿、職人宿を含
む場合もある。

coffee
time

名主
江戸時代の村役人で地方三役のひと
つで町役人の代表者です。町名主、町
庄屋、支配名主ともいいます。
村三役は名主が村政全体を代表し、
組頭がその補佐役、百姓代が監査役と
される。名主は身分としては百姓であ
るが、一般農民よりは一段高い階層に
属し、その屋敷に門を構えたり、母屋
に式台を設けることができ、着衣や履
き物にも特例が許されていた。
名主は日常業務を自宅で行い、組頭
などの村役人が集まり、年貢・村入用
の割り当てをしたり、領主から命ぜら
れる諸帳簿や、村より領主への願書類
などの作成にあたった。また、領主か
ら触書、廻状類は、それを帳面に書き
写したうえで、原文を定使に命じて隣
村へ持って行かせた。ほとんどの公文
書には名主の署名・捺印が必要とさ
れ、村人相互の土地移動にも名主の証
印が必要とする場合が多かった。

coffee
time

3間久里の立場

③間久里の立場
ここは越ヶ谷宿と粕壁宿のほぼ中間にあたり、旅人の休憩所である立場
が設けられ、茶屋が８軒並んでいたのか、「八軒茶屋」と呼ばれていた。
当時、立場のすぐ横を流れていた元荒川でとれるウナギを出す店があり、
道中名物でした。「これより下間久里、上間久里村なる土橋のそばのかけ
茶屋に休みけるに、垣に朝がおの花盛りを見しに。あさがほや垣にそなは
る花の色」（上野下野道の記）
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